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2015.12.25  １2月例会用資料 



  

 開催日  2015年11月23日(金)  小雨 

  出発   小田急線 新百合ヶ丘駅 

        午前 9時08分 

  解散   午後 7時 （登戸で昼食兼懇親会も実施） 

  参加者  18名  



コース 

新百合ヶ丘駅 ⇒ 登戸駅 ⇒ 府中本町駅 ⇒ 新座駅 

⇒野火止用水小道⇒ふるさと新座館⇒野火止緑道 

⇒伊豆殿橋⇒平林寺・紅葉狩り(軽く昼食) 

＊天候不順で後半の清瀬まで歩くのを中止  

 ⇒新座駅⇒ 登戸駅⇒新百合ヶ丘駅 



平林寺 

野火止用水は、承応4年(1655)、川越藩主松平伊豆守信綱により、步蔵野開
発の一環として、野火止台地開発のために入植した人々の飲料水・生活水
確保を目的に開削された用水路です。   

現在の小平市中島町を流れる玉川上水から掘り起こされ、野火止台地を経
て、新河岸川に至るまで、全長24ｋｍに及ぶ。               

野火止用水 

平林寺は、関東地方でも名高い古刹の一つで、開山は当時鎌倉建長寺の
住持をしていた石室善玖禅師です。 

寺域はとても広く、境内林は約43ヘクタールある。国指定天然記念物に指定
されていて、アカマツ林やコナラ・クヌギ林が中心で、エゴノキやクマシデなど
の高木も見られる。 

とりわけ紅葉は有名で、毎年秋が深まる頃には境内林が真っ赤に染まり、
各地から多くの観光客が訪れる。               



新座駅を出発 

寒くて、天候が心配 



ふるさと新座館 

 帰りに、野菜等を色々購入 



史跡 野火止用水 

 野火止用水について、勉強中 



野火止緑道 

 のどかな風景 



伊豆殿橋 

 もうすぐ、平林寺に着きますが、雨が降り出しました。 

 お鷹の道 



平林寺 

 残念ながら、雨が・・・・・ 



平林寺境内の紅葉 



昼食を軽く食べ  

皆で、おにぎりをほおばり 



やっと一息付きました 

 ムジナ坂 

明るいうちから、飲んで 食べて  



     ご静聴有難うございました 

     紅葉はとても綺麗でした 


